
 　令和４年度　西東京市立中原小学校　学校評価計画表
学校教育目標

前年度までの学校経営上の成果と課題

中期経営目標 具体的な内容(規準) 努力目標（評価基準） 成果目標（評価基準） 分析コメント 改　善　策
学校関係者

評価
学校関係者
評価記入欄

4 全教員が計画を実施 4 スタンダードに対する児童の達成度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 スタンダードに対する児童の達成度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 スタンダードに対する児童の達成度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 スタンダードに対する児童の達成度が７０％未満

4 全学級が計画を実施 4 計算診断テストで８０点以上の児童が７０％以上

3 ９０％以上の学級が実施 3 計算診断テストで８０点以上の児童が６０％以上

2 ８０％以上の学級が実施 2 計算診断テストで８０点以上の児童が５０％以上

1 計画通り実施した学級が８０％未満 1 計算診断テストで８０点以上の児童が５０％未満

4 全学級が計画を実施 4 授業に対する児童の満足度が９０％以上

3 ９０％以上の学級が実施 3 授業に対する児童の満足度が８０％以上

2 ８０％以上の学級が実施 2 授業に対する児童の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した学年が８０％未満 1 授業に対する児童の満足度が７０％未満

4 全教職員が計画を実施 4 児童アンケートの肯定的回答が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 児童アンケートの肯定的回答が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 児童アンケートの肯定的回答が７０％以上

1 計画通りに実施した教員が８０％未満 1 児童アンケートの肯定的回答が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 あいさつに対する保護者の満足度８０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 あいさつに対する保護者の満足度７０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 あいさつに対する保護者の満足度６０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 あいさつに対する保護者の満足度６０％未満

4 全教員が計画を実施 4 スタンダードに対する児童の達成度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 スタンダードに対する児童の達成度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 スタンダードに対する児童の達成度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 スタンダードに対する児童の達成度が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 特別支援教育に対する保護者の満足度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 特別支援教育に対する保護者の満足度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 特別支援教育に対する保護者の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 特別支援教育に対する保護者の満足度が７０％未満

4 全学級が計画を実施 4 毎日外で遊ぶ児童の割合が９０％以上

3 ９０％以上の学級が実施 3 毎日外で遊ぶ児童の割合が８０％以上

2 ８０％以上の学級が実施 2 毎日外で遊ぶ児童の割合が７０％以上

1 計画通り実施した学級が８０％未満 1 毎日外で遊ぶ児童の割合が７０％未満

4 全学級が計画を実施 4 生活習慣に対する保護者の満足度(ｱ+ｲ)が９０％以上

3 ９０％以上の学級が実施 3 生活習慣に対する保護者の満足度(ｱ+ｲ)が８０％以上

2 ８０％以上の学級が実施 2 生活習慣に対する保護者の満足度(ｱ+ｲ)が７０％以上

1 計画通り実施した学級が８０％未満 1 生活習慣に対する保護者の満足度(ｱ+ｲ)が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 避難訓練に対する児童の達成度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 避難訓練に対する児童の達成度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 避難訓練に対する児童の達成度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 避難訓練に対する児童の達成度が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 施設に対する保護者の満足度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 施設に対する保護者の満足度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 施設に対する保護者の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 施設に対する保護者の満足度が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 環境に対する保護者の満足度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 環境に対する保護者の満足度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 環境に対する保護者の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 環境に対する保護者の満足度が７０％未満

4 全学年が計画を実施 4 連携に対する保護者の満足度が９０％以上

3 ５学年が実施 3 連携に対する保護者の満足度が８０％以上

2 ４学年が実施 2 連携に対する保護者の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した学年が３学年未満 1 連携に対する保護者の満足度が７０％未満

4 全教員が計画を実施 4 情報発信に対する保護者の満足度が９０％以上

3 ９０％以上の教員が実施 3 情報発信に対する保護者の満足度が８０％以上

2 ８０％以上の教員が実施 2 情報発信に対する保護者の満足度が７０％以上

1 計画通り実施した教員が８０％未満 1 情報発信に対する保護者の満足度が７０％未満

・より日常的に整理整頓
を心掛けるようお願いし
ます。

◎よく考える子（問題解決力）　自ら問いをもち課題に向き合う児童　　○思いやりのある子（人間関係形成力）　自らも人も大切にする児童　　○じょうぶな子（健康管理能力、体力）　自分から体を鍛える児童
○進んで実行する子（実践力）　前向きに行動する児童　　            ○よく働く子　（社会貢献力）　前向きに行動する児童

目指す学校像（ビジョン）　　　　　　　　　　

【目指す学校像】　子どもが生き生きと学習し、教職員が使命感をもって教育活動し、保護者や地域が信頼して協力する学校

【目指す児童像】　知・徳・体の調和がとれ、自らの向上を図る児童

【目指す教師像】　専門職としての使命感と誇りをもち、創意工夫に満ちた授業の充実に努め、子どもの心に灯をともすことのできる教師集団。また、常に思いやりの心と規範意識をもち、児童1人1人を大切にする教師集団。

〈成果〉　９年間を見通した学習・生活・授業スタンダードを継続・徹底したことで、児童の学習規律が向上した。また、一人一台のタブレット端末が貸与され実践を重ねることでICTの操作技能が向上し、オンライン学習への対応力も向上した。
〈課題〉  自ら学ぶ力の向上を目指し、「振り返り」を重視した学習活動及びＩＣＴの効果的活用を進めることで、授業改善に努めていく。同時に若手教員の継続した育成を重点項目の一つとして取り組む。

短期経営目標 具体的方策 努力目標
中間　　年間

成果目標
中間　　年間

A

・子どもたちがタブレット
端末を上手に活用してい
ました。児童机は、もう少
し大きいとより良いと思い
ます。

【学力向上】

基礎・基本の学習内容の確実な定着
を図る。

・基礎的基本的な学力の傾向を把握し個に応じ
た指導の工夫をする。
・ノートの使い方を理解し、工夫して活用できる
ようにする。

○算数ベーシックドリルを活用し、反復練習に取り
組ませる。
○学年の発達段階に応じて、工夫してノートがとれ
るように指導する。

3 3 4 4

4 4 4 4

児童の９０％以上が「中
原小学習スタンダード」
を守っていると答えてい
る。 全学級における「スタンダード」

の徹底を適宜指導することを
継続して行っていく。
対面授業が通常通りになった
ことで、個別対応が可能になっ
た。よって、さらに各教科等に
おける細やかなノート指導、基
礎基本の繰り返し指導、個に
応じた対応を進めていく。
「授業スタンダード」による授業
の流れが定着しているので、
今後もより分かりやすい授業
の工夫を、校内全体で取り組
んでいく。
今後もＩＣＴ機器の活用は、ま
すます必須となるため、より効
果的な活用方法を研究し進め
ていく。合わせて児童が学びを
自覚化できるよう、「学びの振
り返り」についても引き続き研
究を進める。

児童の９０％以上が「計
算する力がついてきて
いる」と答えている。 A

【学力向上】

4 4 4 4
児童の90％以上が「授
業が分かりやすい」と」
答えている。

確

か

な

学

力

の

向

上

できる・分かる・考
える楽しさを味わえ
る授業の創造

９年間を見通した学習規律、学習習
慣の定着を図る。

・｢中原小学習スタンダード｣を全学級で継続指
導し、学習規律を徹底する。
・「家庭学習の手引き」の全家庭への配布や自
主学習週間を設定等を通して、家庭学習の習
慣化を図る。

○「中原小学習スタンダード」を教室掲示し、学級
指導、授業時間等で学習規律徹底のための指導
を行う。
○学年に応じた学習課題に毎日取り組ませる。課
題は予習型の課題を優先する。

豊

か

な

心

の

育

成

人との関わりを通
し、思いやりの心と
規範意識の育成

あいさつを中心とした言語環境作り
を進めるとともに、いじめを許さな
い学校風土を醸成する。

・あいさつを中心として人と関わる力を高める指
導を継続する。
・教職員全員でいじめに関する情報を共有し、
指導・支援にあたる。

○あいさつ指導を年間を通して行う。
○いじめアンケートを年間３回実施するともに、い
じめに関する授業を毎学期１回行い、いじめ防止
に努める。

A

特別支援教育の推進 4 A
【生活指導】

特別支援教育の視点及びＩＣＴの効
果的活用による授業改善を図る。

・児童の学びの傾向を把握し、より分かりやす
い、きめの細かい指導を工夫する。
・主体的、対話的で深い学びを実現するため
に、「中原小授業スタンダード」の浸透を図る。

○学年会・分科会で教材研究の時間を設定し、児
童が集中して学習できる環境整備を工夫する。
○「授業スタンダード」を意識し、毎時間、学習のめ
あて・振り返り」を必ず設定する。

A
【学力向上】

・ICT機器を効果的に活用して、児童自らが学ぶ
力を高める。

〇ICT機器の基本的な使い方を身につけるため
に、授業以外の時間も触れる時間をもつ。
〇主体的・対話的で深い学びの実現のために、
「個別最適化」「協同的な学習」の視点から授業の
工夫を行う。

4 4 3 3

児童の８０％以上が「タ
ブレット端末を学校や家
庭での学習に取り入れ
ている」と答えている。

A
【学力向上】

・つくし学級との交流が深
まることを期待していま
す。

【生活指導】

９年間を見通し、生活規律を徹底
し、きまりを守る態度を育成する。

・｢中原小生活スタンダード｣を継続指導し、全学
級で生活規律を徹底する。

○朝や帰りの会、学級の時間等で、きまりを守る指
導を行う。
○「中原小のきまり」「中原小生活スタンダード」を
教室掲示し、月ごとに行動を振り返らせる。

4 4 4 3

4 4 4
保護者全体の約８０％
が「子どもは挨拶ができ
る」と答えた。

挨拶に関しては、自分から進
んで挨拶ができるように年間を
通して挨拶指導を行っている。
今後も継続していく。
これからも「中原小生活スタン
ダード」を明確に周知徹底して
いく。
特別支援教育の推進について
は、今後も感染症予防対策を
しながら、タブレット端末も活用
しつつ、通常学級との交流及
び共同学習を充実させていく。

児童全体の約８９％が
「中原小生活スタンダー
ドを守って生活してい
る」と答えた。

保護者全体の約９０％
が「子どもは思いやりの
ある行動をとれる」と答
えた。

A
【生活指導】

通常学級とつくし学級との交流を通
して、互いの個性を尊重し合う教育
活動を進める。

・交流及び共同学習などで互いを知り、認め合
う活動に取り組む。

○毎学期、通常学級とつくし学級で合同学年会を
行い、児童の実態に即した交流及び共同学習を計
画し、実践する。

2 3

2
児童全体の約８０％が
「外で元気よく遊んでい
る」と答えた。

年間指導計画を適宜見直し、
学校体育における体力の向上
図ると共に、日常的に運動しよ
うとする意識を高める。特に体
つくり運動に重点を置き握力、
投擲力、柔軟性等の向上を
図っていく。また縄跳びの強化
月間、マラソン月間に関して
は、来年度以降も継続して
行っていく。運動実践と併せ
て、保健学習、保健指導の中
での規則正しい食事や適度な
睡眠時間の確保など、家庭と
連携しながら生活習慣の改善
に向けた取り組みを継続して
いく。

A
・縄跳びやマラソンに加
え、楽しみながら体力を
向上させる取り組みに期
待します。

【体力向上】

2

保護者全体の約８０％
が「子どもは早寝・早起
き・朝ご飯に気を付けた
生活を送っている」と答
えた。

A

・走力・跳力を基本とし、その他に握力、投擲力
の向上を図る実践をする。

○持久走や縄跳びの強化月間を設け、全校で取り
組む。
○スポーツテストの結果を分析し、学年課題の運
動に重点的に取り組ませる。

4 4 2

3

【生活指導】

安

全

・

教

育

環

境

の

充

実

安全・安心と危機回
避能力の育成

児童の防災意識を高め、非常時の対
応力を育成する。

・計画的な避難訓練、実際に近い想定での避難
訓練の実施によって児童の防災意識を高める。

○多様な想定による避難訓練を行う。避難訓練後
に全学級で振り返りを行う。併せて「防災ノート」や
「マイタイムライン」も毎学期1回以上活用して指導
を行う。

4

【生活指導】

家庭と連携し、心身の健康および食
育についての意識を高める。

・保健・給食に関わる日常的な指導を実践す
る。

○年間2回、「元気いっぱいチェックカード」を活用し
て自分の生活について調べ、振り返りを行う。
○給食だよりや「中原ランチ」を活用し、食の大切さ
を伝える。

2

健

や

か

な

体

の

育

成

健康教育の推進

体育的活動を充実させ運動の習慣化
を図る。

・不審者を察知する能力
の向上や、身を守る方法
の習得は大切だと思いま
す。

【生活指導】

安全で整理の行き届いた学習環境作
りに努める。

・施設・設備の点検、整備を定期的に行う。
・登下校指導、日直時の看護当番の見回りを行
う。

○施設・設備の点検整備を毎月１回行う。
○毎学期に、始めと終わりに登下校指導を行う。ま
た、看護当番が毎日校内の見回りを行う。

4 4 4

保護者全体の約９０％
が「学校は設備の点検・
設備、登下校の安全や
不審者対応に努めてい
る」と答えた。

3 4 4

児童全体の約９７％が
「避難訓練で安全に気
を付けて活動している」
と答えた。

毎月、多様な設定による避難
訓練を実施し、自ら身を守る方
法を考える時間をつくり、話し
合っている。また、ネットの危
険性や不審者から身を守る方
法も学んでいく。
今後も適切な安全計画を立
て、児童の安全に努めていく。

A

A

【評価・情報】

4 4

学期末など整理整頓の
機会を定期的に設けて
いるため、学習環境や
生活環境は整ってい
る。

今後も学年・専科・学級で互い
に整理整頓の声かけを行う。
また余裕をもって業務に取り組
むために計画的に業務を進め
たり、世局的な回覧板の活用
などをしてこまめに情報共有を
行うことで業務の効率化を図っ
たりする。

A

業

務

の

効

率

化

環境の整備と業務改
善

整理、整頓、清掃の習慣化を徹底
し、時間の効率化、業務の効率化を
図る。

・机上、机下、棚の整理整頓を定期的に行う。
・時間、業務の効率化のためにメールや掲示板
の活用を積極的に行う。

○学期末など必要に応じて整理・整頓週間を設け
る。
○回覧板で周知できる内容は、回覧板を活用す
る。
○情報共有をこまめに行うことで業務の効率化を
図る。

2

【教務部】

・音楽会など、中学校と
の連携が復活できると嬉
しいです。

【特活・文化】

地域に中原小学校の教育を発信する
ことで、理解と協力を得る。

・学校からの積極的な情報発信を行う。
○学校便り（毎月1回）、学年便り（毎月1回）、学級
通信（随時）を活用して計画的に情報提供に努め
る。またホームページを活用して日々情報を発信
する。

4 3 3

定期的にHPを更新した
り、学校だよりや学年便
りを発行して情報を発
信したため、約８９％の
保護者が満足している
と答えた。

3 4

保護者の約９４％が「学
校は保護者・地域と協
力した教育活動を進め
ている」と答えた。

今年度も昨年同様、新型コロ
ナウィルス感染症の影響で
様々な活動が制限されたが、
可能な範囲で保護者・地域と
の連携等、工夫して実施して
いる。全校朝会や集会等は校
内オンラインで行っている。幼
稚園、保育園、中学への引継
ぎも教育支援コーディネーター
を中心に行っている。これから
も学校は、学校だよりやホーム
ページなどで積極的な情報発
信に努めていく。

A

A

協

働

関

係

の

強

化

家庭、地域との連携
及び一体感強化

幼稚園・保育園、中学校、地域との
連携による教育活動を推進する。

・生活科、総合的な学習の時間のねらいに沿っ
た体験活動を行う。
・幼稚園・保育園・中学校との接続を意識した取
り組みを実施する。

○各学年、年２回以上地域人材を活用した体験的
授業を実施する。
○スタートカリキュラムを確実に進め、９年間を意
識した生活や学習のスタンダードを確立する。
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